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  世界中で猛威を振るっている新型コロナが早く収束することを誰もが願っています。 　　飛沫防止板

Withコロナいう言葉が定着して、いかに経済を回しながら生き残るかが現在の課題で

試行錯誤がすべての業界で続いています。

私どもは仕事上テレワークは難しい状況ですが、三密を避ける、手洗いを頻繁にする、

マスクを着用するを基準にニューノーマルがなんであるかが見えてきました。

また、取り扱い材料にアクリルなどの透明材料があり飛沫防止板としてお客様の

必要な状況に合わせてカスタマイズをして提供し、社会のお役に立つようにしています。

迅速にアフターコロナ・ポストコロナの対応ができるように努力いたします。

別紙に納入実績をまとめていますので、良かったらご覧ください！

2019年に弊社より700ｍほど離れた九州大学農学部の農場の中で飛鳥時代の役所跡が見つかりました。

一説によると飛鳥時代の鴻臚館とも言われています。糟屋という地名はその当時からの地名で由来ははっきり

していませんが、おそらく穀倉地帯での名残だと思われます。糟のイメージはあまりよくはありませんが

福岡市の筥崎宮（日本3大八幡宮）を中心に長い歴史があります。”敵国降伏”で日本の守り神で有名です。

福岡市東区は、すべてもともとは糟屋郡でした。近世になって良質な炭鉱地帯になり志免町には海軍や国鉄の

炭鉱ができ、現在、粕屋町を十字にＪＲ九州の福北ゆたか線と宇美線が走っていますが、炭鉱の石炭を積み出すために

引かれた鉄道です。粕屋町にはＪＲの駅が6か所あり町としては日本一の数だそうです。また人口も九州で一番多い

町になっています。自然も豊かな糟屋地区にぜひ遊びに来てください。

筥崎宮 長者原駅 志賀島

（応神天皇） （十字路の駅） （金印）

営業部には男性営業マン2名と女性は業務3名、総務経理部2名がいます。チームオフィスは営業部のチーム

コンパをするときのチーム名です。親睦を兼ねて食事会を行います。今後は営業マンを増やして売り上げ体制を

増やしていきたいと思っています。優秀な業務のサポート体制が出来上がっていて仕事はやりがいがありますので

是非、挑戦される方をお待ちしています。（ちょっと勧誘です・・・。）

(田中)

2、地元を”もっと知って”糟屋と福岡東地区のＰＲ　３、チームオフィスについて　の3つを紹介します！

無事に元気な赤ちゃんを出産しました！おめでとうございます💛

そして、Djournalを担当していた櫻井さんが8月より産休に入り、

進んで取り組んでくれていたのでとても助かりました！

わかりました。私ごとですが、昨年から恩師のグループ展覧会に
今回、Djournalを編集していかに櫻井さんが大変だったのかが

参加していますが、今年はやはりできませんでした。

2020年10月1日

今頃、本当ならばオリンピックが大成功に終わりみんなが余韻に浸っている時期なのでしょうが、誰かが言っていたように

呪われたオリンピックなのかもしれません。来年には開催されることを祈るしかありませんね。

ワクチンや特効薬ももうすぐできると思います。希望を捨てずに前向きに頑張りましょう。

今回は 1、コロナ禍を乗り切る。飛沫防止板を作って少しでも社会の役に立つ。

今回のDjournalは、営業部長の中村が編集をしてくれました。

来年は頑張ります。

担当チームより一言

コロナ禍を乗り切る

チームオフィスについて

地元を”もっと知って”
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過去のDjounalはHPから閲覧できます♪



Ｓ製薬事務所カウンター（ｽﾀﾝﾄﾞ2） Ｓ介護施設（クロス1）

Ｓ社守衛室窓 Ｓ介護施設（ｽﾀﾝﾄﾞ1）

Ｓ社食堂（ｽﾀﾝﾄﾞ1　80枚）

飛沫防止板実績例


